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伊豆・小笠原島弧、水曜海山熱水中における古細菌相の解析

Analysis of Archaea Community in Hydrothermal Fluid collected at SuiyoSeamount on
the Izu-Ogasawara Arc
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　古細菌とは真核生物、真正細菌に継ぐ第３のドメインとして Woese らによって提唱された。古細菌に分類さ
れる微生物は高温環境である温泉や海底熱水域、高塩濃度環境、嫌気的環境などの極限環境に多く生育している事
が明らかにされてきた。近年になり、極限環境中の古細菌相は 16S rDNA を PCR によって増幅して解析する手法が
用いられてきた。このような非培養法によって、培養法では明らかにされなかった多種の古細菌相の存在が明らか
にされた。我々は非培養法によって水曜海山熱水系地下の古細菌相を解析した。
　Archaean Park Project の一環として伊豆・小笠原島弧（水深約 1,400 m）の水曜海山の火口カルデラに BMS

（金属工業事業団）によって 6箇所掘削を行った（APSK01, 02-07）。ケーシングされた掘削口からは海水に接する
ことなく熱水が採取可能である。我々は ROV はくよう 2000（新日本海事）によって採取された 2箇所（APSK03, 04）
の熱水サンプルとブラックスモーカーチムニー（HY#12-CM）を用いて古細菌相を解析した。熱水サンプルはフィル
ターに全菌体を捕集し、フィルターごと DNA を抽出・精製した。チムニーは 3つの層に分け、それぞれの層に関し
て DNA を抽出した。得られた DNA は古細菌 16S rDNA 遺伝子に特異的なプライマーを用いて増幅、クローニングし、
近縁な配列と比較することによって系統学的解析を行った。その結果、APSK04 熱水サンプルやチムニーから水素
依存性超好熱性古細菌である Archaeoglobales, Methanococcales に属するクローンが多く得られた。これらの事
から、水曜海山の海底面下の一次生産者として水素依存性独立栄養の古細菌相の存在が示唆された。


